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大会宣言 

 

  ＪＲ東労組盛岡地本は「ホテルニューカリーナ」において「第３８回定期大会」を開催し、スローガンを

はじめとする運動方針等を満場一致で決定し、職場に現れた命と安全を揺るがす現実に対し、全組合員で立

ち向かっていく事を確認した。 

 国府津運輸区や宇都宮運輸区にあらわれた懲罰的日勤教育によって、組合員が病欠や医療保護入院まで追

い込まれた。また、豊田運輸区では人間破壊の事前通知が行われ、組合員が病気休職にまで追い込まれた事

象も発生している。「私は異動の指示を受けて紙を渡すのが仕事」「病気のことは不服申し立てればいい」「何

があっても事前通知を渡す」などと恫喝する姿勢と言動は、人間破壊と組合員を愚弄する行為である。横浜・

大宮の団体交渉で会社は、「パワーハラスメントの認識はない」と回答しているように、懲罰的日勤教育や恫

喝の人権侵害、人間破壊をパワハラと認めないのが今のＪＲ東日本の経営姿勢である。企業権力を使い組合

員を徹底的に追い込もうとする、官僚的かつ傲慢な経営姿勢を断じて許すことはできない！ 

 会社の上意下達的な責任追及と組合敵視の姿勢によって、ＪＲ東日本の安全風土はＪＲ西日本の福知山線

脱線事故前夜と同じ危機的状況に陥ってしまったと言わざるを得ない。乗務員職場では「知悉度確認」を理

由に日勤教育を行なう姿勢に不審と不安が渦巻いている。その経営姿勢はグループ会社にも波及し、ジェイ

アールバス関東では、懲戒処分をちらつかせて、恐怖で安全をつくるかのような制度が一方的に導入された。

このような職場風土ではいつ大きな事故が起きてもおかしくない状況である。本音で語れる職場風土、「危険

と感じたら列車を止める」安全第一を価値基軸とした職場からのたたかいを通じて、「責任追及から原因究明

へ」の安全哲学の再確立をめざしていく。 

 ２０２３年度夏季手当のたたかいは、コロナ禍における特別手当を求め続け労使議論を積み上げた結果と

して一定の要求の前進は確認できた。しかし、これまでの努力やますます厳しくなる労働実感・生活実感、職

場における人材流出の危機感等を踏まえた、１１，７００件以上に及ぶ声を受け止めた回答ではないことに

組合員の怒りは集中した。緊急再申し入れを行ないたたかいをつくり出してきたが、私たちが訴える声をた

だ受け止めるだけの経営姿勢を変えることはできなかった。 

 人間が破壊され、安全がおざなりにされ、モチベーションの最たるものである賃金が抑制され、職場の努

力が報われない現実、そしてコンプライアンス違反も見受けられる職場管理に対し、今こそチェック機能を

発揮し、経営姿勢には是々非々で立ち向かっていこうではないか！ 

 地方ローカル線の存続に向けて、地域に問題意識を発信し、見直し対象の線区ごとに市民団体を結成し、

関係自治体への要請行動をつくり出してきた。そして市民団体を連絡会としてつなげ、５月２１日には「地

方ローカル線と地域の未来創造フォーラム」を成功させてきた。組合員と地域の将来にかかわる重大な問題

を収支や利用者数で論じ、自治体や地域住民、労働者に一方的に負担を押し付けることはあってはならない。

私たちの雇用や生活を守っていくためにも、組合員や未加入者、自治体・議員との議論と連携を継続し、地方

ローカル線問題の当事者意識をつくり出し、より一層の危機感をもって挑んでいこう！ 

 ６月７日、政府は防衛産業の「国有化」を可能にする防衛力の抜本的強化に向け「防衛産業強化法」を可

決・成立させた。ロシアによるウクライナへの侵攻が長期化する中、軍事的緊張の高まりを利用して着々と

戦争体制を強化し、原発政策も含めて歴史的転換を図ろうとしている。ＪＲ東労組は、あらゆるテロにも戦

争にも反対である。鉄道の軍事利用が議論され、軍事大国化の道を突き進もうとしている今、平和で安心し

て暮らせる社会の実現をめざし、憲法９条を守り広める仲間との連帯をさらに大きくつくり出していく。 

 今こそ「新生ＪＲ東労組運動宣言」に基づき、人間尊重企業を取り戻すために職場から挑戦していこう！

仲間の命を守り、組合員・社員の努力に報いない経営姿勢に立ち向かっていこう！「抵抗とヒューマニズム」

の精神を根底に、組織強化・拡大を実現しよう！ 

 全ての仲間と共に職場から未来を切り拓いていこうではないか！ 

 

以上、宣言する。 

２ ０ ２ ３ 年 ７ 月 ８ 日 

東日本旅客鉄道労働組合盛岡地方本部  

第 ３ ８ 回 定 期 大 会 
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